
指標 

（厚労省共通指標・ＤＰＣ指標）

Process

間 各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈 

分子
分母のうち入院後早期（3 日以内）に脳血管リハビリテーション治療を受け

た患者数 

分母 18歳以上の脳梗塞の診断で入院した患者数

収集

期間
12か月間  

調整

方法

33 脳梗塞患者への早期リハビリ開始率 

廃用症候群を予防し、早期のADL向上と社会復帰を図るために、十分なリスク管理のもとにできるだけ発症後

早期から積極的なリハビリテーションを行うことが強く勧められる。 

最小値37．50  25％値58.57   中央値75.00   75％値86.61   最大値100.00  

回答病院  70施設 

 何れの四分位値も前年より上昇傾向

でしが、受け入れ規模の小さい病院の

値の低下が目立ちます。逆に規模の大

きい病院は指標数が不変または上昇し

ているところが主と思えます。急性期

としての受け入れと回復期としての受

け入れが混在した指標ですが、受け入

れ規模が大きい方が、リハの対象とな

る患者も多く、積極的にリハが提供さ

れているのかもしれません。 

指標の意義 

指標の計算式、分母・分子の解釈 

2020年間数値報告 

考察・分析 

改善・運用事例など 
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